（別記様式）

	津山市伝統的建造物群保存地区における建築基準法

の制限の緩和に関する条例の許可に係る避難協定書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
１　目　　的　　津山市伝統的建造物群保存地区内の敷地（以下「伝建敷地」という。）で災害時に隣接する空地を避難、消火、救助の目的で相互に使用する。

２　敷地管理　　避難スペースについては、災害時に備えその敷地住人は適切に管理する。

３　協定者相互の対応　　

（１）伝建敷地においては、隣家や避難スペースへの避難路を確保する。
（２）伝統的建造物以外の建築物の新築・修景時には、勝手口の設置、隣家や避難スペースへの避難路を確保する。

（３）塀等に避難用の開口部やパーティションを新たに設置する。

（４）道路閉塞を起こさないように修理時に構造の強化を図る。

（５）建築物内での家具の転倒防止器具の設置の啓発により建築物内からの避難対策を図る。

４　協定者

津山市　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　津山市　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　津山市　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

津山市　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　津山市　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　※協定者は、敷地単位の地主、家主、住人とする。　


